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ios

Andoroid
無料アプリで議会だよりが手軽
に閲覧できるようになりました。

　本会議、全員協議会、常任委員会、特別
委員会は傍聴することができます。
　定例会の日程は、確定後、
東御市議会ホームページに
掲載しますので、ご確認くだ
さい。
※一般質問の日程は変更と
なる場合があります。

農
福
連
携
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か

西
澤
さ
ん
　
農
家
さ
ん
と
連
携

し
、障
が
い
の
あ
る
方
が
農
業
の

担
い
手
と
し
て
働
く
取
組
で
す
。

普
段
ど
ん
な
作
業
を
し

て
い
ま
す
か

荒
井
さ
ん
　
畑
作
業
や
、果
樹

園
の
手
伝
い
で
巻
き
ひ
げ
切
り

や
、ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
、か
さ
か

け
を
し
て
い
ま
す
。夏
は
、草
刈

り
、冬
は
薪
ス
ト
ー
ブ
用
の
薪
づ

く
り
な
ど
季
節
に
応
じ
た
作
業

を
し
て
い
ま
す
。

薪
づ
く
り
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

荒
井
さ
ん
　
４
カ
月
か
け
て

７
０
０
０
束
の
薪
を
作
っ
て
い
ま

す
。ス
ト
ー
ブ
を
使
う
方
に
届
け

ら
れ
る
の
で
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

農
作
業
を
し
て
変
わ
っ
た

こ
と
や
挑
戦
し
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か

関
さ
ん
　
薪
運
び
や
、種
ま
き

色
々
な
作
業
を
経
験
し
て
体
力

が
つ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

荒
井
さ
ん
　
農
業
を
や
り
続
け

よ
う
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
し
、生
き
て

る
と
い
う
思
い
が
前
よ

り
強
く
な
り
ま
し
た
。

荒
井
さ
ん
、関
さ
ん
　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て

薪
割
に
も
挑
戦
し
て
み

た
い
で
す
。

将
来
の
目
標
は

西
澤
さ
ん
　
障
が
い
を

持
っ
て
い
て
も
自
分
の

力
で
生
活
で
き
る
水
準

に
す
る
こ
と
と
共
に
、地

域
の
方
と
の
か
か
わ
り
を
深
め

て
共
生
社
会
を
も
っ
と
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
声

宮
澤
さ
ん
　
外
の
作
業
か
ら

戻
っ
て
き
た
と
き
の
晴
れ
や
か

で
、や
り
切
っ
た
表
情
が
と
て
も

印
象
的
で
す
。地
域
の
方
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
、そ
の
姿
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　
農
業
と
福
祉
が
つ
な
が
る
こ

と
で
、新
し
い
働
き
方
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。関
わ
る
人
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
が
い
や
喜
び
が
、日
々
の

幸
福
に
つ
な
が
っ
て
い
く
取
組
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

員
委
報
広
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きらり★キラリ

やってみたら楽しい！農作業

　
春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。新
年
度
が
始
ま
り
、私
た
ち
東
御
市
議
会
も

心
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
毎
日
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、こ
れ

ま
で
以
上
に
一
つ
ひ
と
つ
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
広
報
調
査
特
別
委
員
会
一
同

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

瀬
田
智
之

あとがき

令和8年6月定例会における一般質問は
6月11日・15日に予定されています。

議会の傍聴へ
お越しください

東御市議会
ホームページ

田
中
　
博
文

西
山
　
福
恵

佐
藤
　
裕
太

小
林
　
祐
一

大
谷
　
真
宙

市
毛
　
真
弓

瀬
田
　
智
之

大
塚
　
博
文

山
崎
　
康
一

農
福
連
携
に
よ
る
施
設
外
就
労
の
取
組
に
つ
い
て
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ユニバーサルワークセンター
みまき
農福担当西澤唯治さん
スタッフ関　智徳さん
　　　　荒井俊輔さん

左から西澤さん、関さん、
若林さん、荒井さん、宮澤さん



自主財源
42.1％

依存財源
57.9％

一般会計予算決まる

分担金・負担金
使用料・手数料
【市営住宅使用料や施設入所者の負担金など】
2億3,752万円

地方交付税
46億6,000万円

国県支出金
【国や県からの補助金など】
29億9,852万円

交付金
【地方消費税交付金や
地方特例交付金など】
9億4,119万円

市債
【市の借入金】
2億7,340万円

地方譲与税
【国から地方に譲与される税金】
1億7,154万円

1.5％

29.8％

19.2％

6.0％
1.8％

1.1％

前年度比  6 億 7 , 5 0 0 万 円（ 4 . 1 ％ ）減 額

歳 入
156億
4,900万円

市税
【固定資産税や市民税、
都市計画税など】
43億7,115万円

繰入金
【基金などから取崩して
一般会計に繰り入れるお金】
7億982万円

財産収入・繰越金等
【土地貸付収入や
ふるさと寄附金など】
7億6,935万円

諸収入
【貸付金元利収入など】
5億1,652万円

27.9％

4.5％

4.9％

3.3％

令
和
８
年
度
予
算
総
括

予算の議案提出から採決まで 予算審査の流れ
１市

側
よ
り
予
算

の
提
案
と
説
明

２予
算
案
に
対
す

る
全
体
的
質
疑

３総
務
産
業
・
社

会
文
教
の
各
常

任
委
員
会
で
所

管
課
の
審
査

４予
算
決
算
特
別

委
員
会
に
て
委

員
会
の
審
査
報

告
と
質
疑
を
行

い
採
決

５最
終
日
に
予
算

決
算
特
別
委
員

会
審
査
報
告
が

さ
れ
質
疑
、討

論
、採
決

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予

算
の
総
額
は
、１
５
６
億
４
，９

０
０
万
円
。公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
事
業
、道
路
施
設
修
繕
事
業

費
等
の
減
に
よ
り
、前
年
比
６

億
７
，５
０
０
万
円
、４
．１
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
太
陽
光
発
電・蓄
電
池
設
備

導
入
へ
の
補
助
事
業
、妊
産
婦

の
不
安
や
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
包
括
的
な
母
子
保
健
事
業

の
推
進
、地
域
に
根
差
し
た
介

護
予
防
活
動
と
し
て
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
利
用
促
進
、市

道
の
歩
道
設
置
事
業
の
促
進
、

交
通
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
と
利

用
率
の
向
上
、ワ
イ
ン
＆
ビ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
拠
点
と
し
た

「
と
う
み
ワ
イ
ン
」の
魅
力
発

信
、地
域
内
外
へ
向
け
た
ワ
イ

ン
振
興
事
業
の
実
施
、観
光
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
人

員
体
制
強
化・企
画・営
業
力
の

向
上
に
取
り
組
む
な
ど
の
重
点

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

一般会計予算決まる
その他
【災害復旧費、予備費】
3,290万円

公債費
18億8,320万円

土木費
14億946万円

衛生費
12億521万円

教育費
11億1,462万円

商工費
6億7,033万円

農林水産業費
5億6,598万円

消防費
5億6,756万円

議会費
1億5,040万円

民生費
53億2,665万円

総務費
27億2,268万円

34.1％

17.4％
12.0％

9.0％

7.7％

7.1％

4.3％
3.6％

3.6％

1.0％
0.2％

※金額と構成比は、万円未満を四捨五入しているため合計と一致しない場合があります。

令和
8年度

前年度比  6 億 7 , 5 0 0 万 円（ 4 . 1 ％ ）減 額

歳 出
156億
4,900万円

窪
田 

俊
介議員

反対
討論

大
谷 

真
宙議員

賛成
討論

議
案
第
２
号
　
令
和
８
年
度
東
御
市
一
般
会
計
予
算

　
物
価
高
騰
、人
口
減
少
、社
会

保
障
費
の
増
加
、給
与
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
、施
設
維
持
管
理
費
の
増

加
な
ど
、行
政
需
要
を
見
定
め
な

が
ら
様
々
な
事
業
の
見
直
し
を

行
う
努
力
よ
っ
て
新
年
度
予
算
が

組
ま
れ
た
。同
じ
く
市
民
の
暮
ら

し
に
も
物
価
高
騰
が
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
る
。新
年
度
か
ら
子

ど
も
子
育
て
支
援
納
付
金
の
新

た
な
負
担
増
が
あ
り
、政
府
の

「
学
校
給
食
費
の
抜
本
的
な
負
担

軽
減
」の
財
政
支
援
が
行
わ
れ
た

が
、他
の
自
治
体
の
よ
う
に
小
学

校
給
食
費
の
無
料
化
は
実
現
し

な
か
っ
た
。一
方
で
財
政
基
本
方

針
で
は
、「
将
来
を
見
据
え
た
必

要
な
事
業
に
関
し
て
は
未
来
の

投
資
を
す
る
」と
し
て
宿
泊
交
流

拠
点
施
設
整
備
事
業
が
位
置
付

け
ら
れ
、見
直
し
の
外
に
置
か
れ

て
い
る
。道
理
と
市
民
の
納
得
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。

　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
将
来

投
資
の
両
立
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ

る
と
評
価
す
る
。

　
業
務
シ
ス
テ
ム
費
用
や
公
共
施

設
の
L
E
D
化
、道
路
修
繕
な
ど
の

事
業
見
直
し
を
す
る
一
方
で
、市
民

生
活
に
直
結
す
る
民
生
費
お
よ
び

教
育
費
は
前
年
よ
り
増
額
さ
れ
、

給
食
セ
ン
タ
ー
や
宿
泊
交
流
施
設

の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、東
御
市

の
将
来
を
見
据
え
た
投
資
が
盛
り

込
ま
れ
た
予
算
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。

　
今
後
は
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

維
持・向
上
と
観
光
政
策
の
バ
ラ
ン

ス
が
適
切
に
保
た
れ
る
よ
う
、引
き

続
き
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
東
御
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、働

い
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、議
会
と
し
て

も
そ
の
実
現
に
向
け
責
任
を
持
っ
て

見
守
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

本会議場での採決の様子

3 22026年5月１日　東御市議会だより89号 令和8年5月１日　東御市議会だより89号



議案番号 案　　件 採決結果 予算決算特別委員会審査結果

令和８年度東御市予算（関連記事Ｐ２、３、６、７ ）

議案第2号
令和８年度東御市一般会計予算

○ ○
予算額156億4,900万円（前年比－6億7,500万円）

議案第3号
令和８年度東御市国民健康保険特別会計予算

◎ ◎
予算額32億900万円（前年比＋100万円）

議案第4号
令和８年度東御市介護保険特別会計予算

◎ ◎
予算額31億5,100万円（前年比＋7,100万円）

議案第5号
令和８年度東御市後期高齢者医療特別会計予算

◎ ◎
支出予算額5億5,920万円（前年比＋7,540万円）

議案第6号
令和８年度東御市水道事業会計予算

◎ ◎
支出予算額15億3,752万円（前年比＋3億1,124万円）

議案第7号
令和８年度東御市下水道事業会計予算

◎ ◎
支出予算額29億8,404万円（前年比－4億7,611万円）

議案第8号
令和８年度東御市病院事業会計予算

◎ ◎
支出予算額33億8,700万円（前年比＋5億5,700万円）

令和７年度東御市補正予算（関連記事Ｐ10）

議案第1号
令和７年度東御市一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認を求めることについて

◎ ―
2,303万円増額補正し、179億1,308万円とする

議案第9号
令和７年度東御市一般会計補正予算（第８号）

◎ ―
9億715万円増額補正し、188億2,022万円とする

議案第10号
令和７年度東御市一般会計補正予算（第９号）

◎ ◎
1億6,232万円を減額補正し、186億5,790万円とする

議案第11号
令和７年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

◎ ◎
728万円を減額補正し、32億247万円とする

議案第12号
令和７年度東御市介護保険特別会計補正予算（第４号）

◎ ◎
1,163万円を増額補正し、32億1,971万円とする

議案第13号
令和７年度東御市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

◎ ◎
3,876万円を増額補正し、5億2,487万円とする

議案第14号
令和７年度東御市病院事業会計補正予算（第２号）

◎ ◎
当年度消費税資本的収支調整額1473万円で補てんするものとする

議案第31号
令和７年度東御市一般会計補正予算（第10号）

○ ○
6億5,793万円を増額補正し、193億1,583万円とする

議案番号 案　　件 採決結果
常任委員会審査結果

総務産業 社会文教

条例の新設・一部改正等（関連記事Ｐ10）

議案第15号
東御市乳児等通園支援事業の実施に関する条例

◎ ― ◎子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律の施行に伴い、市が行う乳児等通園支援事業に関し、必要
な事項を定める

議案第16号
東御市行政手続条例の一部を改正する条例

◎ ◎ ―�デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する
法律の施行を踏まえ、所要の改正を行う

議案第17号
東御市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

◎ ◎ ―
寒冷地手当支給規則の一部改正を踏まえ、所要の改正を行う

議案第18号
東御市一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例

◎ ◎ ―国家公務員等の旅費に関する法律の一部改正を踏まえ、旅費の種目、支給の範囲及び支給内容等について
見直しを行うほか、所要の改正を行う

令和８年
�３月 定例会の提出案件の審議結果

常任委員会・予算決算特別委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

本会議での各議員の賛否（賛成・採択「○」、反対・不採択「●」、退席「退」、議長「／」、欠席「欠」）

議案番号 案　　件 採決結果
常任委員会審査結果

総務産業 社会文教

条例の新設・一部改正等

議案第19号
東御市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

◎ ― ◎�長野県国民健康保険運営方針に基づき、国民健康保険税率の算定における資産割を廃止し、所得割、均等
割及び平等割による算定方式とするため、所要の改正を行う

議案第20号
東御市資金積立基金条例の一部を改正する条例

◎ ◎ ―
基金の活用が終了するため、合併振興基金を廃止する

議案第21号
東御市子育て支援センター条例の一部を改正する条例

◎ ― ◎
児童福祉法に規定する一時預かり事業について、本条例に規定するため、所要の改正を行う

議案第22号
東御市公共下水道条例の一部を改正する条例

◎ ◎ ―
国の技術的助言である標準下水道条例の一部改正に伴い、所要の改正を行う

議案第23号
東御市水道条例の一部を改正する条例

◎ ◎ ―災害その他非常の場合における給水装置工事の施行について（通知）による技術的助言を踏まえ、所要の
改正を行う

議案第24号
東御市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

◎ ◎ ―
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、所要の改正を行う

議案第25号
東御市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

◎ ― ◎
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、所要の改正を行う

議案第26号
上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについて

◎ ◎ ―
上田地域広域連合ふるさと基金に対する出資総額2,208万円の内1,341万円を放棄するもの

人事

議案第27号
教育委員会委員の任命について

◎ ― ―
　�岡田　佳澄 さん

議案第28号
公平委員会委員の選任について

◎ ― ―
　�堀内　優香 さん

議案第29号
人権擁護委員候補者の推薦について

◎ ― ―
　小山　敦子 さん

議案第30号
人権擁護委員候補者の推薦について

◎ ― ―
　村松　敦子 さん

採決結果   ：  ◎は全会一致　○は賛成多数　×は否決

令和８年
�３月 定例会の議決結果 下記以外の議案等は、全会一致でした。

議
　
案
　
番
　
号

会派名・議員名

案　件

東翔の会 さわやかな風の
会 しんせいの会 公明党 日本共

産党

田
中
　
信
寿

瀬
田
　
智
之

大
塚
　
博
文

大
谷
　
真
宙

小
林
　
祐
一

長
越
　
修
一

山
崎
　
康
一

滝
澤
　
栄
一

佐
藤
　
裕
太

花
岡
　
豊
一

村
山
　
弘
子

斉
藤
　
　
哲

田
中
　
博
文

髙
木
真
由
美

西
山
　
福
恵

窪
田
　
俊
介

市
毛
　
真
弓

議案第２号 令和８年度東御市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

議案第31号 令和７年度東御市一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
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給
食
費
負
担
軽
減
事
業
費

　
国・県
の
財
源
で
市
内
小
学
校

の
給
食
費
の
保
護
者
負
担
分
に

補
助
を
し
ま
す
。保
護
者
負
担

額
は
１
食
当
た
り
、東
部
地
区
の

小
学
校
の
低
学
年
と
北
御
牧
小

学
校
は
22
円
、高
学
年
は
43
円
で

す
。

東
部
地
区
小
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費

　
建
設
工
事
、検
討
委
員
会
の

開
催
の
ほ
か
、厨
房
機
器
の
購
入

や
配
送
車
３
台
の
リ
ー
ス
費
用

で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　
　
構
想
推
進
事
業
費

　
　
　

　
児
童・生
徒
一
人
一
台
ず
つ
配

布
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更

新
費
用
で
す
。

部
活
動

　  

地
域
移
行
事
業
費  

　  

　
令
和
８
年
度
は
文
化
系
を
含

む
全
て
の
部
活
動
の
地
域
移
行

を
進
め
ま
す
。

児
童
育
成
支
援
拠
点

　
　
　
　
　  

事
業
費

　
子
ど
も
第
三
の
居
場
所「
ゆ

め
ぽ
け
っ
と
・
と
う
み
」を
中
心

に
子
ど
も
の
居
場
所
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
、地
域
全
体

で
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

生
活
支
援
体
制

　
　
　
　  

整
備
事
業

　
地
域
住
民
と
市・社
会
福
祉
協

議
会（
社
協
）が
連
携
し
、地
域
の

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。高
齢
者
や
障
が
い
を
持

つ
方
が
地
域
で
安
心
し
て
、ご
自

分
の
家
で
日
常
生
活
を
継
続
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　通
所
事
業
費

　
高
齢
者
の
地
域
で
の
役
割
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
に
、市

や
社
協
が
介
護・ひ
き
こ
も
り
予

防
の
面
で
関
わ
る
こ
と
で
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
B
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。

持
続
可
能
な
権
利

擁
護
支
援
モ
デ
ル
事
業  

　  

　
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
十
分
な
資
力
が
な
く
、身
寄
り

が
な
い
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、

日
常
生
活
支
援
や
身
元
保
証
の

代
替
支
援
、死
後
事
務
支
援
を

一
体
的
に
提
供
し
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
設
置
促
進

　
　
　
　    

事
業
費
　

　
エ
ア
コ
ン
が
な
い
、も
し
く
は

故
障
し
て
い
る
生
活
保
護
世
帯
、

お
よ
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
へ
の
補
助
金
で
す
。

予
防
接
種
事
業
費

　
今
年
度
新
た
に
妊
娠
28
〜
37

週
の
妊
婦
の
方
を
対
象
と
し
た

R
S
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
開

始
し
ま
す
。４
月
１
日
よ
り
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
を
、よ
り

効
力
が
あ
る
も
の
に
し
ま
す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
、10

月
１
日
の
定
期
接
種
か
ら
、高
用

量
ワ
ク
チ
ン
も
選
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

最
終
処
分
場
・
不
燃
施
設

　
　
　
　
管
理
運
営
費
　

　
上
田
市
内
に
建
設
さ
れ
る
循

環
型
施
設
の
進
展
を
受
け
、新
た

に「
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
閉

炉
関
連
事
業
整
備
基
本
計
画
」の

策
定
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

　
委
員
か
ら「
上
田
市
の
循
環
型

施
設
の
運
用
開
始
の
際
、ゴ
ミ
分

別
を
緩
く
で
き
な
い
か
」と
の
質

問
が
あ
り
、「
上
田
広
域
連
合
の

他
市
町
村
が
ゴ
ミ
の
分
別
化
を

進
め
る
た
め
、現
在
と
同
じ
分
別

で
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

令和8年度 一般会計予算

球
温
暖
化
対
策
推
進
費

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、太
陽

光
発
電
設
備
や
定
置
型
蓄
電
池

の
導
入
補
助
金
な
ど
各
種
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
う

ち
、市
の
単
独
事
業
の
省
エ
ネ
家

電
製
品
普
及
促
進
事
業
で
は
、

市
の
小
売
店
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果
に
基
づ
き
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
機
を
対
象
に
追
加
し
ま
し
た
。

地
域
計
画
推
進
事
業
費

　「
地
域
計
画
」お
よ
び「
目
標
地

図
」に
基
づ
い
た
、多
様
な
担
い

手
農
家
へ
の
農
地
集
積・集
約
の

推
進
を
は
か
り
ま
す
。

　ワ
イ
ン
振
興
事
業
費

　「
ワ
イ
ン
シ
テ
ィ・と
う
み
」の

実
現
に
向
け
て
、関
連
施
設
を
活

用
し
た
ワ
イ
ン
振
興
を
は
か
る

た
め
、指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

施
設
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
で

適
切
な
維
持
管
理
と
と
も
に
、新

た
な
視
点
で
の
事
業
展
開
に
努

め
ま
す
。

観
光
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
支
援
事
業
費

　
信
州
と
う
み
観
光
協
会
を
中

心
と
し
た
、稼
げ
る
観
光
地
域
づ

く
り
の
推
進
の
た
め
、人
員
体
制

の
強
化
と
企
画・営
業
力
の
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

宿
泊
交
流
拠
点
施
設

　
　
　
　
整
備
事
業
費

　
令
和
７
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
未
来
交
付
金
を
活

用
し
た
宿
泊
交
流
拠
点
施
設
整

備
を
推
進
し
ま
す
。（※

国
の
補

正
予
算
と
整
合
を
は
か
り
、令
和

７
年
度
補
正
予
算
の
繰
り
越
し

予
定
）

農
業
用
施
設
・

　
　
長
寿
命
化
事
業
費  

　  

　
た
め
池
を
含
む
農
業
用
施
設

の
耐
震・長
寿
命
化
を
促
進
し
、

近
年
増
加
し
て
い
る
地
震
や
、集

中
豪
雨
に
よ
る
事
故
や
災
害
を

未
然
に
防
止・減
災
し
ま
す
。

県
東
深
井
線
歩
道

　
　
　
　
設
置
事
業
費

　
曽
根
地
区
に
お
け
る
歩
行
者

お
よ
び
通
学
児
童・生
徒
の
安
全

確
保
の
た
め
、歩
道
を
整
備
し
、

快
適
で
人
に
優
し
い
道
路
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
確
保

　  

維
持
改
善
事
業
費

　
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム（
運

営
主
体
：
東
御
市
商
工
会
）の
運

営
を
支
援
し
、利
便
性
と
利
用

率
の
向
上
に
努
め
、持
続
可
能
な

公
共
交
通
の
維
持
確
保
を
は
か

り
ま
す
。し
な
の
鉄
道
の
全
駅
に

交
通
系
I
C
カ
ー
ド「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
」が
導
入
さ
れ
る
た
め
、交
通

シ
ス
テ
ム
と
の
効
果
的
な
連
携

に
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
施
設

　  

長
寿
命
化
事
業
費

　
上
水
道
八
重
原
水
系
安
定
供

給
の
推
進
、水
道
施
設
の
老
朽

化
対
策
お
よ
び
水
質
改
善
対
策

の
た
め
、必
要
な
改
築
更
新
工
事

を
行
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
事
業
費

　
民
間
業
者
と
連
携
し
、所
有
者

や
地
域
に
対
し
て
空
き
家
を
適

正
管
理
の
重
要
性
等
を
啓
発
す

る
こ
と
で
、空
き
家
の
利
活
用
を

促
進
し
、移
住
定
住
に
つ
な
げ
ま

す
。

　移
住
定
住
促
進
事
業
費

　
働
き
世
代
の
移
住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
き
め
細
や
か
な

相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
す

る
こ
と
で
、移
住
定
住
の
促
進
を

は
か
り
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　  

事
業
費

　
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、関
係
人

口
の
拡
大
、移
住
定
住
の
促
進
を

は
か
り
、地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
し
ま
す
。

公
共
施
設
設
備

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

移
住
定
住

農
業
・
商
工
業
・
観
光

4,010万円7,898万円

1,154万円1,214万円1,200万円

512万円780万円

2億2,200万円

2,250万円 5,688万円42万円

2,942万円観光情報ステーション観光情報ステーション

加沢池耐震工事加沢池耐震工事

県東深井線事業予定地県東深井線事業予定地

田中駅　Suica改札機田中駅　Suica改札機

給
食
費
負
担
軽
減
事
業
費

　
国・県
の
財
源
で
市
内
小
学
校

の
給
食
費
の
保
護
者
負
担
分
に

補
助
を
し
ま
す
。保
護
者
負
担

額
は
１
食
当
た
り
、東
部
地
区
の

小
学
校
の
低
学
年
と
北
御
牧
小

学
校
は
22
円
、高
学
年
は
43
円
で

す
。

東
部
地
区
小
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費

　
建
設
工
事
、検
討
委
員
会
の

開
催
の
ほ
か
、厨
房
機
器
の
購
入

や
配
送
車
３
台
の
リ
ー
ス
費
用

で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　
　
構
想
推
進
事
業
費

　
　
　

　
児
童・生
徒
一
人
一
台
ず
つ
配

布
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更

新
費
用
で
す
。

部
活
動

　  

地
域
移
行
事
業
費  

　  

　
令
和
８
年
度
は
文
化
系
を
含

む
全
て
の
部
活
動
の
地
域
移
行

を
進
め
ま
す
。

児
童
育
成
支
援
拠
点

　
　
　
　
　  

事
業
費

　
子
ど
も
第
三
の
居
場
所「
ゆ

め
ぽ
け
っ
と
・
と
う
み
」を
中
心

に
子
ど
も
の
居
場
所
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
、地
域
全
体

で
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

生
活
支
援
体
制

　
　
　
　  

整
備
事
業

　
地
域
住
民
と
市・社
会
福
祉
協

議
会（
社
協
）が
連
携
し
、地
域
の

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。高
齢
者
や
障
が
い
を
持

つ
方
が
地
域
で
安
心
し
て
、ご
自

分
の
家
で
日
常
生
活
を
継
続
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　通
所
事
業
費

　
高
齢
者
の
地
域
で
の
役
割
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
に
、市

や
社
協
が
介
護・ひ
き
こ
も
り
予

防
の
面
で
関
わ
る
こ
と
で
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
B
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。

持
続
可
能
な
権
利

擁
護
支
援
モ
デ
ル
事
業  

　  

　
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
十
分
な
資
力
が
な
く
、身
寄
り

が
な
い
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、

日
常
生
活
支
援
や
身
元
保
証
の

代
替
支
援
、死
後
事
務
支
援
を

一
体
的
に
提
供
し
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
設
置
促
進

　
　
　
　    

事
業
費
　

　
エ
ア
コ
ン
が
な
い
、も
し
く
は

故
障
し
て
い
る
生
活
保
護
世
帯
、

お
よ
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
へ
の
補
助
金
で
す
。

予
防
接
種
事
業
費

　
今
年
度
新
た
に
妊
娠
28
〜
37

週
の
妊
婦
の
方
を
対
象
と
し
た

R
S
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
開

始
し
ま
す
。４
月
１
日
よ
り
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
を
、よ
り

効
力
が
あ
る
も
の
に
し
ま
す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
、10

月
１
日
の
定
期
接
種
か
ら
、高
用

量
ワ
ク
チ
ン
も
選
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

最
終
処
分
場
・
不
燃
施
設

　
　
　
　
管
理
運
営
費
　

　
上
田
市
内
に
建
設
さ
れ
る
循

環
型
施
設
の
進
展
を
受
け
、新
た

に「
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
閉

炉
関
連
事
業
整
備
基
本
計
画
」の

策
定
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

　
委
員
か
ら「
上
田
市
の
循
環
型

施
設
の
運
用
開
始
の
際
、ゴ
ミ
分

別
を
緩
く
で
き
な
い
か
」と
の
質

問
が
あ
り
、「
上
田
広
域
連
合
の

他
市
町
村
が
ゴ
ミ
の
分
別
化
を

進
め
る
た
め
、現
在
と
同
じ
分
別

で
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

令和8年度 一般会計予算

一
般
会
計
予
算

令和
8年度教

　
　
育

子
　
育
　
て

生
活
環
境
・
脱
炭
素

健 

康 

づ 

く 

り

福
　
祉

球
温
暖
化
対
策
推
進
費

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、太
陽

光
発
電
設
備
や
定
置
型
蓄
電
池

の
導
入
補
助
金
な
ど
各
種
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
す
。こ
の
う

ち
、市
の
単
独
事
業
の
省
エ
ネ
家

電
製
品
普
及
促
進
事
業
で
は
、

市
の
小
売
店
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果
に
基
づ
き
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
機
を
対
象
に
追
加
し
ま
し
た
。

地
域
計
画
推
進
事
業
費

　「
地
域
計
画
」お
よ
び「
目
標
地

図
」に
基
づ
い
た
、多
様
な
担
い

手
農
家
へ
の
農
地
集
積・集
約
の

推
進
を
は
か
り
ま
す
。

　ワ
イ
ン
振
興
事
業
費

　「
ワ
イ
ン
シ
テ
ィ・と
う
み
」の

実
現
に
向
け
て
、関
連
施
設
を
活

用
し
た
ワ
イ
ン
振
興
を
は
か
る

た
め
、指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

施
設
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
で

適
切
な
維
持
管
理
と
と
も
に
、新

た
な
視
点
で
の
事
業
展
開
に
努

め
ま
す
。

観
光
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
支
援
事
業
費

　
信
州
と
う
み
観
光
協
会
を
中

心
と
し
た
、稼
げ
る
観
光
地
域
づ

く
り
の
推
進
の
た
め
、人
員
体
制

の
強
化
と
企
画・営
業
力
の
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

宿
泊
交
流
拠
点
施
設

　
　
　
　
整
備
事
業
費

　
令
和
７
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
未
来
交
付
金
を
活

用
し
た
宿
泊
交
流
拠
点
施
設
整

備
を
推
進
し
ま
す
。（※

国
の
補

正
予
算
と
整
合
を
は
か
り
、令
和

７
年
度
補
正
予
算
の
繰
り
越
し

予
定
）

農
業
用
施
設
・

　
　
長
寿
命
化
事
業
費  

　  

　
た
め
池
を
含
む
農
業
用
施
設

の
耐
震・長
寿
命
化
を
促
進
し
、

近
年
増
加
し
て
い
る
地
震
や
、集

中
豪
雨
に
よ
る
事
故
や
災
害
を

未
然
に
防
止・減
災
し
ま
す
。

県
東
深
井
線
歩
道

　
　
　
　
設
置
事
業
費

　
曽
根
地
区
に
お
け
る
歩
行
者

お
よ
び
通
学
児
童・生
徒
の
安
全

確
保
の
た
め
、歩
道
を
整
備
し
、

快
適
で
人
に
優
し
い
道
路
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
確
保

　  

維
持
改
善
事
業
費

　
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム（
運

営
主
体
：
東
御
市
商
工
会
）の
運

営
を
支
援
し
、利
便
性
と
利
用

率
の
向
上
に
努
め
、持
続
可
能
な

公
共
交
通
の
維
持
確
保
を
は
か

り
ま
す
。し
な
の
鉄
道
の
全
駅
に

交
通
系
I
C
カ
ー
ド「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
」が
導
入
さ
れ
る
た
め
、交
通

シ
ス
テ
ム
と
の
効
果
的
な
連
携

に
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
施
設

　  

長
寿
命
化
事
業
費

　
上
水
道
八
重
原
水
系
安
定
供

給
の
推
進
、水
道
施
設
の
老
朽

化
対
策
お
よ
び
水
質
改
善
対
策

の
た
め
、必
要
な
改
築
更
新
工
事

を
行
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
事
業
費

　
民
間
業
者
と
連
携
し
、所
有
者

や
地
域
に
対
し
て
空
き
家
を
適

正
管
理
の
重
要
性
等
を
啓
発
す

る
こ
と
で
、空
き
家
の
利
活
用
を

促
進
し
、移
住
定
住
に
つ
な
げ
ま

す
。

　移
住
定
住
促
進
事
業
費

　
働
き
世
代
の
移
住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
き
め
細
や
か
な

相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
す

る
こ
と
で
、移
住
定
住
の
促
進
を

は
か
り
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　  

事
業
費

　
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、関
係
人

口
の
拡
大
、移
住
定
住
の
促
進
を

は
か
り
、地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
し
ま
す
。

9,427万円

1,503万円1,520万円

6,305万円

2,640万円

1,179万円

1,800万円

1,547万円

888万円

630万円

1億136万円

小学校の給食小学校の給食

東部クリーンセンター東部クリーンセンター
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特集 特集

宿泊交流拠点施設整備について
〜地域の魅力と暮らしをつなぐ、未来のまちづくり〜

項　目
R８年２月 R８年３月 R８年４月 R８年５月 R８年６月 R８年７月 R８年８月 R８年９月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

議会

市民説明

事業用地取得

既存建物解体
撤去工事

DBO事業

今後のスケジュール（R8年3月時点）

総務産業委員会での主な質疑応答

議案第31号　令和７年度　東御市一般会計補正予算（第10号）

賛成討論

反対討論

Q  確実に事業を任せられるのか
A  �審査会において15年間は株式会社ヤマウラが責任を持つとの答えを得ている
Q  地元雇用はどうか
A  �事業者から、積極的な地域内雇用を創出する提案を確認した。
Q  古民家レストランについては、外観は新しく、中に古材を使うということでよいか
A  �古材を使い、雰囲気を出すことが重要だと考えている。
Q  コンソーシアムの関わりなど事業の公共性についてはどうか
A  �事業者も地元も含め、コンソーシアムの運営をしていく。
※�コンソーシアムとは、共通の目的を持つ複数の企業、団体、研究機関、自治体などが協力・連携するために結成する「共同事業
体」や「企業連合」のこと。

Q  �起債償還の財源について、事業者からの利益還元や交付税措置の変更等があるため、具体的な数
字を示してほしい。

A  �現在査定中である。

　東御市は多彩な観光資源がありながらも、宿泊機能
や体験コンテンツの不足、インバウンド対応の遅れな
どにより、観光消費が伸び悩んでいます。この状況を
打破するため、観光客の「認知」から「消費」までの
流れを抜本的に見直します。地域資源を最大限に活用
した観光振興の推進に向け、滞在環境を整備し、古民
家を活用したレストランや物産販売所の新設により、
魅力向上と周遊性の強化をはかります。情報発信にも
力を入れ、市内消費の拡大や雇用創出、関係人口増加
を目指した地方創生に取り組む事業です。
　本事業は、効率的・効果的で持続可能な運営を実現
するため、民間の活力を積極的に活用する「DBO方
式」により実施します。受注候補者の審査結果については、3グループから提案があり、株式会社ヤマウラが代表
団体となるグループ（※FTTマネジメント（仮））を選定しました。契約期間は15年間で、試算では経済波及効果は
150億円の見込みです。　※FTTとは、Flow Terrace Tomi の略

①民間の創意工夫やノウハウを活用
設計から運営まで一貫して任せることで、効率的で利用者志向の施設整備が可能

②ライフサイクルコストの最適化
設計や施工、運営を一体化することで、運用段階のコストやメンテナンスを見据えた合理的設計が可能

③自治体の財政や人材負担を軽減
長期運営も民間に任せることで、行政の運営負担が軽減される

④整備後すぐに収益化・地域活性化が可能
運営が早期に始まる為、観光客や交流人口による経済効果がすぐに見込める

　整備予定の宿泊交流拠点施設は、宿泊施設不足を解消し観光振興の拠点となる施設である。加えて雇用の創出、
地元農産物の活用などの地域活性化、さらに民間投資を呼び込み経済効果も期待できる。事業の受注候補者には、
県内建設大手の株式会社ヤマウラを代表とするグループが選定された。総務産業委員会で詳細かつ時間をかけた審
査を行い、長期間事業を任せられる事業者であるとの感触を得た。市には事業の履行状況の確認を行うとともに、
必要な指導、支援をし、東御市に大きな利益をもたらす事業になることを期待する。財政状況の厳しい中、事業費
の財源確保については精査の上、様々な手段を工夫され、市民サービスの低下を招かぬよう事業を推進することを
強く要望し、賛成討論とする。

　この補正予算は、宿泊交流拠点施設整備事業の令和８年度事業に関係する約６億５千万円の予算が含まれる。宿
泊交流拠点整備事業の受注候補者決定が終わり、現在は基本協定、基本契約の締結に向けて作業が進められてい
る。基本協定等の締結は、議会閉会後である。地方債の償還など市の負担がどうなるかは、議会の外で決まる。納
付金などの契約が適正なのか判断することもできない。なし崩しで進めることは許されない。 ※1：R7年度分精算前。R8年度分（R7補正分）については補正予算債を活用。 R9年度分については国の事業採択事業総額から前2か年度分を差し引いた額による見込みである。

（単位：千円）◆「地域未来交付金（旧第２世代交付金）」を活用した事業の概要

田中　信寿　議員

窪田　俊介　議員

イメージ図（3月15日市民説明会資料から抜粋）

設計（Design） 建設（Build） 設計（Operate）の頭文字を取ったDBO方式のメリット

 設計（Design） 建設（Build） 設計（Operate）

事業期間 R7年度〜R9年度 期間中の総事業費 2,624,916

財　源 ※地方債は、10万円未満切り捨て。

国県支出金 地方債※1 その他 一般財源

1,228,309 1,198,500 198,108

設計業務共同事業体（JV） 建設業務共同事業体（JV） 施設運営・維持管理事業体
※SPC・合同会社など法人格の組織組成を想定

設計及び工事監理業務を担当
（設計・工事監理業務契約主体）

建築工事、施工業務を担当
（建築工事請負契約主体）

施設運営及び維持管理を担当
（維持管理・運営業務契約主体）

株式会社第一設計 株式会社ヤマウラ 株式会社竹花組 株式会社 FTTマネジメント（仮）株式会社嶺水

現在

全協説明・補正予算上程全協説明・補正予算上程 全協説明全協説明

必要に応じて実施必要に応じて実施

基本契約締結、設計・工事監理業務基本契約締結、設計・工事監理業務

全協説明全協説明

地目変更・所有権移転・登記手続き地目変更・所有権移転・登記手続き

解体撤去工事解体撤去工事

公募型プロポーザル公募型プロポーザル
（提案、評価、選定、基本協定締結）（提案、評価、選定、基本協定締結）

新張区及び市民説明会新張区及び市民説明会
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社
会
文
教
委
員
会

　現
地
調
査
報
告

総
務
産
業
委
員
会

　現
地
調
査
報
告

東御市議会  令和7年度

政務活動費収支報告
会派ごとの収支報告書、活動報告書を市議会ホームページに掲載
しましたのでご覧ください。
報告書および領収書の原本は議会事務局で閲覧いただけます。

政務活動費は、地方議会の議員に政策調査研究等の活動のた
めに交付される費用です。
東御市では、議員1人当たり月額1万円を会派の所属議員数に
応じ会派に交付され、会計年度に応じて収支報告することと
なっています。

令和7年度  政務活動費収支報告一覧表  （令和７年４月１日～令和８年３月31日）

会　派　名 所属
人数 交付金額（ア） 支出金額（イ） 返還額差引金額（ア）-（イ） 交付確定額

※会派異動あり。令和 7年 6月で清算。（単位：円、会派届出順）

2 
2 
4 
5 
4 
( 1 )
17

240,000 
240,000 
480,000 
600,000 
478,032 
1,968 

2,040,000 

12,030 
18,025 
373,640 
331,336 
266,413 
1,968 

1,003,412 

227,970
221,975
106,360
268,664
211,619

0
1,036,588 

12,030 
17,500 
344,540 
331,336 
266,413 
1,968

973,787  

227,970 
222,500 
135,460 
268,664 
211,619 

0
1,066,213

公　明　党
日本共産党

東 翔 の 会

※ 無 所 属
合 　 　 計

　
令
和
8
年
度
の
重
点
施
策
で

あ
る
上
水
道
上
八
重
原
水
系
安

定
供
給
の
推
進
に
関
係
す
る
、上

八
重
原
水
源
施
設
更
新
事
業
の

工
事
進
捗
状
況
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
の
２
カ
年
に
か
け
て

行
わ
れ
て
お
り
、総
事
業
費
は
３

億
２
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
上
八
重
原
水
源
は
基
準
値
を

超
え
る
マ
ン
ガ
ン
濃
度
が
検
出

さ
れ
、水
道
か
ら「
黒
い
水
が
出

る
」と
の
通
報
も
あ
り
、マ
ン
ガ
ン

を
取
り
除
く「
除
マ
ン
ガ
ン
ろ
過

装
置
」の
設
置
と
、管
理
棟
の
建

設
お
よ
び
電
気
設
備
の
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す（
現
在
は
仮
設
設

備
に
て
処
理
中
）。

　
建
設
中
の
管
理
棟
内
の
調
査
で

は
、地
下（
床
下
）に
設
置
さ
れ
る

貯
水
槽
の
内
部
に
入
り
、工
事
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。完
成
後
は

水
が
溜
ま
り
入
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
た
め
、水
の
流
れ
方
な
ど

の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、管
理
棟
内
外
に
ど
の

様
な
装
置
、設
備
が
整
備
さ
れ
る

の
か
説
明
を
受
け
、施
設
全
体
の

概
要
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
人
口
減
少
に
と
も
な
い
水
道
利

用
は
減
じ
て
お
り
、利
用
料
収
入

も
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の
反
面
、

上
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
維

持
管
理
費
は
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、民
営
化

や
広
域
化
な
ど
、抜
本
的
な
水
道

事
業
の
見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。市
で
も
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

査
や
料
金
徴
収
な
ど
、水
道
事
業

は
一
部
民
営
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
市
民
の
命
に
直
結
す
る

水
道
水
の
品
質
を
守
る
た
め
、す

べ
て
民
間
に
任
せ
る
の
で
は
な

く
、市
が
最
終
的
に
責
任
を
負
う

と
い
う
運
営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
も
、安
心・安
全
な
水

道
水
供
給
が
さ
れ
て
い
る
か
、今

後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
福
祉
課
の「
十
分
な
資
力
が
な

く
、身
寄
り
の
な
い
方
に
対
す
る

権
利
擁
護
支
援
体
制
確
立
の
た

め
の
取
組
」に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
４
月
開
設
予
定
の

権
利
擁
護
支
援
室
は
、資
力
が
な

く
判
断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
障

が
い
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど

が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、様
々
な
権
利
擁
護
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
む
予
定
で
、現
在

は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
効
性
の

検
証
中
で
す
。ま
た
、身
寄
り
が
な

い
こ
と
な
ど
に
よ
り
不
安
を
抱
え

て
い
る
高
齢
者
等
の
相
談
を
受
け

止
め
、成
年
後
見
制
度
や
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
援
助
、

入
院
・
入
所
時
の
身
元
保
証
を
代

替
え
す
る
支
援
、司
法
と
の
連
携

に
よ
る
終
活
課
題
の
解
決
に
向
け

た
支
援
な
ど
を
行
う
機
関
で
す
。

　
身
寄
り
の
な
い
方
だ
け
で
は
な

く
、家
族
や
親
類
が
い
て
も
頼
れ

な
い
方
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
お

り
、単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
も
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。背
景
に
は
、生
涯
未
婚
率
の

上
昇
、認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に

加
え
、家
族
の
役
割
が
変
化
し
介

護
や
財
産
管
理
や
契
約
支
援
、身

元
保
証
と
い
っ
た
従
来
は
身
寄
り

が
果
た
し
て
い
た
機
能
が
限
界
に

達
し
て
い
る
事
な
ど
が
あ
り
、こ

の
よ
う
な
問
題
も
社
会
全
体
で
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、司
法
書
士
、弁
護
士

を
交
え
２
年
を
か
け
て「
身
寄
り

の
な
い
方
へ
の
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。現

在
、市
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
多

数
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、問
題
が

山
積
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

連
携
し
て
準
備
、対
応
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
令
和
８
年
度
に
当
事
者
向
け
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
、周
知

が
は
か
ら
れ
ま
す
。委
員
会
と
し
て

も
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

さわやかな風の会

し ん せ い の 会

予算決算特別委員会審査報告

審
査
で
は
、児
童
の
虐
待

認
定
件
数
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
は

少
な
かっ
た
が
、保
育
園
虐

待
対
応
研
修
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
、保
育
士
一
人

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
些

細
な
こ
と
で
も
情
報
共
有

す
る
こ
と
で
早
期
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
、と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。委
員
か
ら
、相
談
が

で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ

く
り
を
引
き
続
き
お
願
い

し
た
い
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
教
育
課
の
審
査
で
は
、

東
部
地
区
小
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、令
和
７
年 

11
月
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
の
仮
設
道

路
工
事
お
よ
び
造
成
工

事
、ま
た
大
型
浸
透
桝
設

置
工
事
を
進
め
て
お
り
、本

体
工
事
に
つ
い
て
は
、契
約

候
補
者
が
決
定
す
る
の
は

４
月
下
旬
を
想
定
し
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
予
算
決
算
特
別
委
員
会

で
は
、総
務
産
業
、社
会
文

教
両
委
員
会
の
詳
細
な
予

備
審
査
・
質
疑
を
も
と
に

令
和
８
年
度
一
般・特
別・

公
営
企
業
会
計
お
よ
び
令

和
７
年
度
の
補
正
予
算
に

関
す
る
１３
議
案
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算
の
審
査
で

は
、地
域
公
共
交
通
の
市

外
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、観
光
面
で
は

上
田
市
と
連
携
し
、両
市

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
つ
な
げ

た
周
遊
バ
ス
の
検
討
を
始

め
た
。生
活
利
用
の
面
で

は
、他
市
町
村
と
の
乗
り

入
れ
は
考
え
て
い
な
い
が
、

課
題
で
あ
る
の
は
理
解
し

て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。委
員
か
ら
、周
遊

バ
ス
は
広
域
で
取
り
組
め

る
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
家
庭
支
援
課
の

　
保
育
課
の
審
査
で
は
、

子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

に
係
る
乳
児
等
通
園
制
度

支
援
事
業
利
用
料
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、公
立
保

育
園
２
園
に
お
い
て
、１
時

間
当
た
り
３
０
０
円
の
利

用
料
で
１
カ
月
一
人
１０
時

間
ま
で
利
用
で
き
る
予
定

で
、受
け
入
れ
る
園
に
お
い

て
は
職
員
間
で
も
研
修
を

進
め
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。委
員
か
ら
、

国
の
新
し
い
制
度
な
の
で

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

整
え
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
に
あ
た
り
、委
員

か
ら「
持
続
的
な
財
政
運

営
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ

て
い
る
中
で
、宿
泊
交
流
拠

点
施
設
の
み
除
外
し
て
い

る
。見
直
し
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
全
体
を
見
直
し
す
べ

き
で
あ
る
」い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

予
算
決
算   

　
　
　
　

特
別
委
員
会
委
員
長

村
山
弘
子
議
員

東
部
地
区
小
学
校

　
　給
食
セ
ン
タ
ー

　
　   

改
修
事
業
費

　
東
部
地
区
小
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
に
要
す
る
費

用
の
補
正
で
す
。内
、１
億
１
０

３
万
円
は
国
庫
か
ら
の
補
助
金

で
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
費

　
障
が
い
児
者
の
生
活
支
援
に

要
す
る
費
用
で
す
。手
話
通
訳
者

派
遣
需
用
が
伸
び
た
た
め
、派
遣

事
業
報
償
費
を
２０
万
円
増
額
補

正
し
ま
し
た
。ス
ト
ー
マ
等
福
祉

用
具
購
入
補
助
申
請
が
前
年
度

の
決
算
額
を
超
え
た
た
め
、１
０

６
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。

老
人
福
祉
施
設
等

　
　
　整
備
事
業
費

　
介
護
事
業
者
に
よ
る
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
い
た
サ
ー

ビ
ス
基
盤
整
備
事
業
へ
助
成
す

る
費
用
で
す
。密
着
型
サ
ー
ビ
ス

等
整
備
等
助
成
事
業
補
助
金
で

全
額
県
支
出
金
で
す
。

減
債
基
金
積
立
金

　
市
債
元
利
償
還
金
の
交
付
税

措
置
分
お
よ
び
住
宅
団
地
売
払

収
入
金（
白
樺
池
１
区
画
）の
減

債
基
金
へ
の
積
立
金
の
補
正
で

す
。

農
業
用
施
設
耐
震・

　長
寿
命
化
事
業
費

　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
耐

震
評
価
委
託
料
の
補
正
で
す
。

地
域
公
共
交
通

確
保
維
持
改
善
事
業
費

　
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の

運
営
に
要
す
る
補
助
金
の
補
正

で
す
。

地
域
拠
点
広
域
避
難
所

環
境
向
上
事
業
費

　
災
害
時
に
お
け
る
備
蓄
品
購

入
に
要
す
る
費
用
の
補
正
で
す
。

居
宅
介
護

　  

サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
要
介
護
者
が
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
係
る
給
付
金
の

補
正
で
す
。介
護
度
が
重
く
な
っ

て
も
在
宅
介
護
・
医
療
の
ニ
ー
ズ

が
伸
び
、訪
問
看
護
と
リ
ハ
ビ
リ

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

一
般
会
計

８億6,750万円

4,800万円

1,470万円479万円461万円

126万円

560万円

275万円

令和7年度

補
正
予
算

◆
議
案
第
9
号（
補
正
第
8
号
）

◆
議
案
第
10
号（
補
正
第
9
号
）

◆
議
案
第
12
号（
補
正
第
4
号
）

令和7年度 補正予算

11 102026年5月１日　東御市議会だより89号 令和8年5月１日　東御市議会だより89号



代 表 質 問

問
　
全
国
的
に
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
が
課
題
と
さ
れ
る
中
、

本
市
の
道
路
舗
装
の
維
持
管
理・

修
繕
事
業
の
現
状
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
、国
の

「
防
災・減
災
、国
土
強
靭
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」と
連

携
し
、緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策

事
業
債（
緊
自
債
）等
を
活
用
し

て
、道
路
舗
装
等
修
繕
事
業
を

重
点
事
業
と
し
て
進
め
て
き
た
。

問
　令
和
8
年
度
当
初
予
算
案

が
前
年
度
比
で
減
と
な
っ
た
主

な
要
因
の
一
つ
と
し
て「
道
路
舗

装
等
修
繕
事
業
費
」に

よ
る
も
の
と
説
明
が

あ
り
、重
点
施
策
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
維
持・修

繕
事
業
に
支
障
が
生

じ
る
か
と
思
う
が
、

事
業
の
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
長

期
事
業
計
画
工
事
費

の
予
算
と
合
わ
せ
、

舗
装
等
の
修
繕
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い

る
。道
路
の
劣
化
状
況

等
を
確
認
し
、必
要
な

予
算
の
確
保
の
た
め
、

令
和
12
年
度
ま
で
延

長
さ
れ
た
緊
自
債
等
を
活
用
し

て
、引
き
続
き
道
路
舗
装
等
修
繕

事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

東
御
市
の
財
政
に
つ
い
て

問
　
大
型
建
設
事
業
の
財
政
へ

の
影
響
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
東
部
地
区
小
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
と
宿
泊
交
流
拠

点
施
設
整
備
事
業
の
令
和
８
年

度
に
予
定
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、国
の
令
和
７
年
度
補
正
予

算
の
前
倒
し
に
よ
る
交
付
金
や

補
正
予
算
債
を
活
用
し
て
財
政

負
担
の
軽
減
を
は
か
っ
て
い

く
。し
か
し
な
が
ら
、令
和
９
年

度
は
こ
れ
ら
２
事
業
合
わ
せ
て

約
30
億
円
の
事
業
費
が
予
定
さ

れ
、こ
の
う
ち
一
般
財
源
が
約

５
億
円
か
ら
６
億
円
必
要
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

特
定
目
的
基
金
の
取
り
崩
し

や
、歳
計
剰
余
金
の
年
度
間
で

の
財
源
調
整
な
ど
様
々
な
手
法

を
活
用
し
、財
政
へ
の
影
響
を

軽
減
し
て
い
く
。

斉藤 哲 議員
さい      とう        さとる

ま
ち
づ
く
り
基
本
目
標

 

「
便
利
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

に
つ
い
て

問
　
さ
ら
な
る
太
陽
光
発
電
設

備
等
の
取
組
は
ど
う
か
。

市
長
　
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
、一
般
住
宅
の
屋
根
を
民
間

発
電
事
業
者
に
貸
し
出
し
、初

期
投
資
が
か
か
る
こ
と
な
く
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、補

助
金
が
交
付
で
き
る
よ
う
メ

ニ
ュ
ー
の
拡
充
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、薄
く
、軽
く
、曲
げ
ら
れ

る
最
新
技
術
の「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
」が
国
の
脱
炭
素
化
推
進
補
助

金
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
拡
充
さ

れ
る
た
め
、先
進
的

な
導
入
を
検
討
す
る
。

　高
齢
者
支
援

に
つ
い
て

問
　
提
供
さ
れ
る
、

高
齢
者
等
日
常
生
活

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
概

要
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
　
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
で
、同
居

家
族
が
い
る
場
合
に

は
受
け
ら
れ
な
い
掃

除・洗
濯・炊
事
な
ど

の
、住
居
の
維
持・管

理
・
保
全
に
関
す
る

支
援
を
想
定
し
て
い

る
。

　農
業
振
興
に
つ
い
て

問
　
農
福
連
携
の
取
組
状
況
は

ど
う
か
。

市
長
　
農
業
と
福
祉
が
連
携

し
、マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
深
刻

化
す
る
農
業
分
野
と
障
が
い
者

等
の
就
労
の
機
会
の
不
足
の
解

決
を
は
か
る
た
め
、草
刈
り
や

枝
の
剪
定
、収
穫
作
業
な
ど
の

農
作
業
に
従
事
し
や
す
く
な
る

よ
う
に
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　宿
泊
交
流
拠
点
施
設

　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

問
　
市
特
有
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
商

品
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
旅
行
会
社
を
対
象
と
し

た
、ワ
イ
ン
や
食
を
テ
ー
マ
と

し
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、旅
行
会
社
と
積
極
的
に
、

ツ
ア
ー
商
品
を
企
画
・
造
成
し
、

首
都
圏
等
か
ら
の
旅
行
需
要
の

創
出
と
、本
市
へ
の
誘
客
促
進

に
つ
な
げ
た
い
。

滝澤 栄一 議員
たき       ざわ        えい      いち

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

さ
わ
や
か
な
風
の
会

し
ん
せ
い
の
会

道
路
の
維
持
管
理・修
繕
事
業

北
御
牧
地
区
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
施
設

個 人 質 問会派代表質問
●スポーツ振興について
●地域づくりについて
●市の部活動地域移行の現状と今後の方向性について
●市の移住定住施策と地域おこし協力隊の活動について
●宿泊交流拠点施設について
●通学路の安全対策について
●宿泊交流拠点施設整備事業について
●不登校対策について
●介護保険制度について
●市営墓地について
●公民館運営について
●学校給食費について
●東御市シティプロモーション基本方針に基づく取組について
●第３次東御市観光ビジョンに基づく取組について
●一級河川金原川の整備計画の進捗について
●市民の平和と人権意識向上にむけた取組について
●病院事業の経営状況について
●屋外バスケットボールコートの整備について
●「地域計画」について
●教育施設等の緊急修繕について
●給食費について
●中学生のキャリア教育について

●市政運営について
●市の財政運営について
●人口対策について

●まちづくり基本目標「便利で安心して暮らせるまち」について
●ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸について
●ワイン振興について
●市の財政について

●地球温暖化対策について
●高齢者支援について
●東部地区小学校給食センターについて
●農業振興について
●宿泊交流拠点施設について

●基本目標「魅力と活力があふれる産業のあるまち」の施策について
●東御市上下水道事業について

●財政運営について
●地方創生政策について
●子育て・子育ちを共に支える地域づくりの推進について
●ごみ処理施設について

個人
10 名

会派代表
5 名 市 政 を 問 う

一般質問はこちら▶
東御市議会の
YouTubeチャンネル
から視聴できます。

瀬田 智之

村山 弘子

小林 祐一

花岡 豊一

市毛 真弓

田中 博文

西山 福恵

佐藤 裕太
大塚 博文

大谷 真宙

東翔の会 ／ 田中 信寿

しんせいの会 ／ 斉藤 哲

さわやかな風の会 ／ 滝澤 栄一

日本共産党 ／ 窪田 俊介

公明党 ／ 髙木 真由美

問
　
令
和
８
年
度
に
お
け
る
市

の
財
政
見
通
し
は
ど
う
か
。

市
長
　
歳
入
に
つ
い
て
は
、給

与
所
得
等
の
増
に
伴
う
市
税
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、こ
れ

に
応
じ
て
地
方
交
付
税
は
減
額

と
な
る
た
め
、大
幅
な
伸
び
は

期
待
で
き
な
い
。ま
た
歳
出
に

つ
い
て
は
、引
き
続
き
扶
助
費

等
の
社
会
保
障
費
や
、人
件
費
、

公
債
費
な
ど
経
常
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、合
併
振

興
基
金
の
活
用
が
令
和
７
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、財
源

の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

問
　
新
年
度
予
算
を
ど
の
よ
う

に
編
成
し
た
の
か
。

市
長
　
新
年
度
の
予

算
編
成
は
、「
選
択
と

集
中
」の
観
点
か
ら

実
施
す
べ
き
事
業
を

精
査
す
る
と
と
も

に
、既
存
の
事
務
事

業
の
見
直
し
や
、組

織
の
ス
リ
ム
化
な
ど

に
よ
り
経
費
節
減
を

は
か
っ
た
。今
後
も

健
全
財
政
を
堅
持
す

る
た
め
に
一
定
程
度

基
金
残
高
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、活
用
で
き
る

基
金
の
上
限
額
を
設

定
し
、財
政
健
全
化
の
取
組
み

を
強
化
し
、経
常
経
費
を
十
分

精
査
し
、実
施
計
画
事
業
に
振

り
向
け
ら
れ
る
財
源
を
確
保
す

る
な
ど
、予
算
編
成
方
法
を
見

直
し
た
。

　人
口
対
策
に
つ
い
て

問
　
市
の
人
口
対
策
へ
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

市
長
　
人
口
減
少
は
、地
域
経

済
の
規
模
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

担
い
手
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
に
直
結
す
る
課
題
で
あ
る
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
第

３
期
総
合
戦
略
」に
基
づ
き
、

「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」

「
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く

る
」「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希

望
を
か
な
え
る
」「
活
力
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
を

つ
く
る
」と
い
う
４
つ
の
基
本

目
標
に
係
る
施
策
を
一
体
的
に

推
進
し
、効
果
検
証
を
重
ね
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

田中 信寿 議員
た        なか          のぶ     ひさ

市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

東
翔
の
会

東
御
市
役
所
本
庁
舎
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一 般 質 問

問
　
各
区
や
地
域
づ
く
り
協
議

会
へ
の
財
政
的
、人
的
支
援
な

ど
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
財
政
的
支
援

と
し
て
、地
域
づ
く
り
協
議
会

に
対
し
て
は
、地
域
ビ
ジ
ョ
ン

を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
を
は

じ
め
、空
き
家
対
策
な
ど
の
課

題
の
解
決
・
活
性
化
の
推
進
お

よ
び
生
涯
学
習
な
ど
に
対
し
、

活
用
で
き
る
地
域
づ
く
り
推
進

交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。各

区
に
対
し
て
は
、地
域
活
性
化

や
課
題
解
決
の
活
動
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、地
域
づ
く
り
活

動
補
助
金
を
設
け
て
い
る
。人

的
支
援
と
し
て
は
、地
域
づ
く

り
支
援
員
や
地
域
づ

く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
、市
職
員
が
地
域

づ
く
り
協
議
会
や
各

区
の
会
合
、各
種
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

課
題
を
共
有
し
な
が

ら
共
に
活
動
す
る
こ

と
で
地
域
づ
く
り
の

推
進
を
支
援
し
て
い

る
。

問
　
せ
せ
ら
ぎ
公

園
に
対
す
る
こ
れ
ま

で
の
地
域
要
望
へ
の

取
組
、ま
た
今
後
の

取
組
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
こ
れ
ま
で
地

域
づ
く
り
懇
談
会
の
場
で
ト
イ

レ
の
設
置
や
草
刈
り
、川
底
の

ヨ
シ
の
除
去
な
ど
の
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
る
。市
と
し
て
は

年
２
回
の
草
刈
り
の
ほ
か
、お

お
む
ね
５
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
を
行
っ

て
い
る
。ま
た
、川
底
の
ヨ
シ
の

除
去
に
つ
い
て
は
、長
野
県
で

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。　

　
こ
の
ほ
か
上
水
道
の
整
備
、

常
設
ト
イ
レ
の
整
備
・
水
洗
化

に
つ
い
て
も
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、周
辺
イ
ン
フ
ラ
の

現
状
か
ら
多
額
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
祢
津
せ
ん
べ
い
焼
き
に
対

す
る
今
後
の
支
援
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
は
、地
域
づ
く
り
の

会
と
検
討
を
重
ね
な
が
ら
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

瀬田 智之 議員
せ        た           とも    ゆき

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
８
年
度
の
交
付
金
は
予
定

通
り
交
付
さ
れ
る
か
。

企
画
振
興
部
長
　
令
和
８
年
度

の
交
付
金
に
つ
い
て
は
国
か
ら

前
倒
し
す
る
意
向
が
示
さ
れ
て

お
り
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
こ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
滞

在
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、地

域
全
体
へ
の
波
及
効
果
が
あ
る

の
か
。

企
画
振
興
部
長
　
飲
食
店
や
観

光
業
者
等
多
様
な
事
業
者
や
地

域
資
源
と
、本
施
設
を
戦
略
的
か

つ
有
機
的
に
結
び
付
け
る
と
と

も
に
大
手
旅
行
会
社
と
提
携
し

た
ツ
ア
ー
商
品
の
造
成
等
に
取

組
み
、地
域
消
費
の

拡
大
、地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

問
　
市
民
の
中
に

は
将
来
の
維
持
管
理

費
を
懸
念
す
る
声
も

あ
る
。い
か
に
市
の

財
政
負
担
を
抑
制
し

持
続
可
能
な
運
営
体

制
を
構
築
す
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長

国
の
交
付
金
の
活
用

に
よ
り
、初
期
投
資

に
係
る
一
般
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。設

計
・
建
設
・
運
営
・
維

持
管
理
を
一
体
的
に
民
間
業
者

が
担
う
こ
と
に
よ
り
、市
の
財

源
負
担
の
抑
制
と
効
率
的
で
持

続
可
能
な
施
設
運
営
を
は
か
る
。

部
活
動
地
域
移
行
の

現
状
に
つ
い
て

問
　
実
際
に
移
行
し
た
部
活
は
。

教
育
次
長
　
東
部
中
学
校
の

サ
ッ
カ
ー
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が

４
月
か
ら
と
卓
球
が
９
月
か
ら

移
行
す
る
予
定
で
あ
る
。　

問
　
今
後
地
域
移
行
を
計
画
し

て
い
る
部
活
動
は
な
に
か
。

教
育
次
長
　
陸
上
、柔
道
、剣

道
、野
球
に
つ
い
て
具
体
的
に

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
そ
の
他
の
種
類
の
具
体
的

な
計
画
は
ど
う
か
。

教
育
次
長
　
運
動
部
、文
化
部

す
べ
て
の
部
活
動
に
つ
い
て
８

年
度
末
ま
で
の
休
日
移
行
を
目

指
し
て
い
る
。

※

他
　
市
の
移
住
定
住
施
策
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

村山 弘子 議員
むら      やま         ひろ       こ

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
に
つ
い
て

祢
津
せ
ん
べ
い
焼
き
学
習
支
援
の
様
子

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
の
平
面
配
置
図

代 表 質 問

問
　
現
在
進
め
て
い
る
下
水
道

事
業
は
な
に
か
。

市
長
　
長
寿
命
化
対
策
と
し
て

令
和
５
年
度
か
ら
東
部
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
汚
泥
脱
水
機
お
よ

び
、自
家
発
電
設
備
の
更
新
工

事
を
行
っ
て
い
る
。地
震
対
策

と
し
て
水
処
理
施
設
の
耐
震
補

強
工
事
を
行
っ
て
お
り
、令
和

８
年
度
は
、耐
震
補
強
工
事
が

完
了
し
た
水
処
理
施
設
の
ば
っ

気
設
備
等
の
更
新
工
事
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

問
　
施
設
・
設
備
な
ど
調
査
・
更

新
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
下
水
道
法
に
基
づ
く
法

定
点
検
に
加
え
、今
年
度
か
ら

マ
ン
ホ
ー
ル
に
カ
メ

ラ
を
入
れ
て
調
査
を

行
っ
て
い
る
。調
査

し
た
東
部
浄
化
セ
ン

タ
ー
か
ら
片
羽
区
ま

で
の
東
部
第
一
幹
線

で
は
、緊
急
的
な
更

新
を
要
す
る
箇
所
の

異
常
は
な
か
っ
た
。

問
　
下
水
道
事
業

の
今
後
の
課
題
は
な

に
か
。

市
長
　
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
共
通
の

課
題
と
し
て
、給
水

人
口
の
減
少
、物
価

等
の
高
騰
に
伴
う
経
費
の
増
加
が

あ
る
。下
水
道
事
業
で
は
、令
和
４

年
度
の
経
営
戦
略
改
定
の
際
に
想

定
し
た
状
況
よ
り
も
物
価
等
の
高

騰
が
大
き
く
、更
に
事
故
防
止
の

た
め
の
適
切
な
調
査
、更
新
工
事

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
経
営
計
画

を
見
直
し
た
。下
水
道
使
用
料
の

改
定
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。

問
　
下
水
道
使
用
料
改
定
の
検

討
を
始
め
た
要
因
の
具
体
的
説

明
を
求
め
る
。

都
市
整
備
部
長
　
令
和
４
年
度

の
経
営
戦
略
で
は
、
令
和
14
年

度
ま
で
に
純
利
益
が
１
億
円
以

上
確
保
で
き
る
見
込
み
だ
っ

た
。新
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
、下
水
道
処
理
施
設
の
維

持
管
理
費
だ
け
で
３
３
０
０
万

円
以
上
増
加
す
る
こ
と
が
分
か

り
、大
き
く
純
利
益
が
減
少
す

る
見
込
み
と
な
っ
た
。事
故
防

止
の
た
め
の
適
切
な
更
新
工
事

等
に
必
要
な
財
源
で
あ
り
、下

水
道
環
境
の
維
持
に
大
き
く
影

響
す
る
。

窪田 俊介 議員
くぼ       た          しゅん    すけ

東
御
市
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

問
　
市
の
社
会
的
養
育
の
現
状

は
ど
う
か
。

市
長
　
施
設
中
心
か
ら
、よ
り

家
庭
的
な
環
境
で
の
養
育
を
目

指
し
、里
親
等
の
普
及
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
社
会
的
養
育
の
課
題
と
今

後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

市
長
　
児
童
虐
待
等
の
増
加
に

よ
り
、社
会
的
養
育
の
需
要
は
増

え
て
い
る
が
、養
育
里
親
が
少

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。今

後
は
、「
東
御
の
子
ど
も
は
東
御

で
育
て
る
」と
い
う
子
育
て
・
子

育
ち
を
社
会
全
体
で
支
え
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

財
政
運
営

問
　
将
来
世
代
に

過
度
な
負
担
を
残
さ

な
い
た
め
の
中
長
期

的
な
財
政
ビ
ジ
ョ
ン

は
ど
う
か
。

市
長
　
将
来
を
見
据

え
て
必
要
な
こ
と

と
、節
減
す
べ
き
事

の「
選
択
と
集
中
」を

意
識
し
た
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
。

問
　
自
主
財
源
比

率
向
上
に
む
け
た
今

後
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

市
長
　
公
有
財
産
の
売
却
や
貸

付
、ふ
る
さ
と
寄
付
金
、受
益
者

負
担
の
見
直
し
等
の
財
源
確
保

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ

る
地
域
外
か
ら
の
収
入
獲
得
の

た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
く
。

地
方
創
生
政
策

問
　
東
部
地
区
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
本
年
６
月
こ
ろ
か
ら

本
体
工
事
を
着
工
し
、令
和
９

年
中
に
は
給
食
の
提
供
が
で
き

る
予
定
で
あ
る
。

問
　
宿
泊
交
流
拠
点
施
設
の
位

置
付
け
と
役
割
は
何
か
。

市
長
　
地
域
特
有
の
自
然
・
歴

史
文
化
・
食
等
の
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
か
し
た
体
験
を
滞

在
に
つ
な
げ
、観
光
へ
と
拡
大

さ
せ
る
こ
と
で
、そ
の
効
果
を

地
域
経
済
へ
波
及
さ
せ
る
と
と

も
に
雇
用
の
創
出
に
も
結
び
付

け
る
役
割
を
担
う
と
考
え
る
。

髙木 真由美 議員
たか       ぎ             ま        ゆ         み

子
育
て
・
子
育
ち
を
共
に
支
え
る

地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

公
明
党

日
本
共
産
党

下
水
道
使
用
料
収
入
改
善
率（
目
安
）の
試
算

    （
令
和
８
年
１
月
２１
日
開
催・上
下
水
道
運
営
審
議
会
資
料
よ
り
）

長
野
県
で
は
里
親
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
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一 般 質 問

問
　
開
講
で
き
な
か
っ
た
令
和

７
年
度
の
生
涯
学
習
講
座
の
講

師
と
受
講
者
へ
の
対
応
は
、ど

の
よ
う
に
し
た
か
。

企
画
振
興
部
長
　
社
会
教
育
団

体
の
設
立
や
少
人
数
で
活
動
が

で
き
る
生
涯
学
習
サ
ロ
ン
へ
の

参
加
、文
化
協
会
や
既
存
の
社

会
教
育
団
体
へ
の
所
属
な
ど
を

案
内
し
、文
書
で
も
通
知
し
た
。

問
　
今
後
の
生
涯
学
習
講
座
と

社
会
教
育
団
体
活
動
の
充
実・発

展
に
向
け
た
考
え
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
個
の
学
び
の
両

輪
と
し
て
捉
え
て
い
る
。生
涯
学

習
講
座
で
の
学
び
を
卒
業
し
た
の

ち
、社
会
教
育
団
体
と
し
て
自
主

運
営
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
、生
涯
に
わ

た
っ
て
の
学
習
活
動

を
継
続
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、生
涯
学

習
活
動
の
維
持
に
繋

が
る
と
考
え
る
。今

後
も
幅
広
い
年
齢
層

が
性
別
を
問
わ
ず
集

い
、誰
も
が
自
由
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

生
涯
学
習
環
境
の
創

出
を
は
か
っ
て
い
く
。

学
校
給
食
費
に

つ
い
て

問
　
国
の
負
担
軽
減
事
業
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

教
育
次
長
　
対
象
は
公
立
の
小

学
校
。児
童
数
に
基
準
額
５
，２

０
０
円
と
11
カ
月
を
乗
じ
た
額

を
給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金
と

し
て
交
付
さ
れ
る
。

問
　
保
護
者
負
担
は
ど
う
な
る

の
か
。

教
育
次
長
　
低
学
年
と
北
御
牧

小
学
校
で
は
一
食
当
た
り
22
円
、

高
学
年
は
43
円
の
保
護
者
負
担

に
な
る
。

問
　
小
諸
市
、上
田
市
は
保
護

者
負
担
を
な
く
し
、実
質
給
食

無
償
化
を
実
施
す
る
。な
ぜ
市

は
無
償
化
を
や
ら
な
い
の
か
。

教
育
次
長
　
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
質
や
量
を
確
保
し
た
給
食
の

維
持
に
は
、現
行
と
同
額
が
必

要
。保
護
者
の
負
担
が
大
幅
に

軽
減
さ
れ
る
中
、差
額
分
の
一

部
を
引
続
き
保
護
者
に
負
担
い

た
だ
き
、市
の
価
格
補
填
と
あ

わ
せ
安
定
的
な
学
校
給
食
の
提

供
を
支
え
て
ま
い
り
た
い
。

市毛 真弓 議員
いち        げ           ま        ゆみ

公
民
館
運
営
に
つ
い
て

問
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長
　
今
後
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
、今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
検
証
を
行
う
と
と
も

に
、本
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
旅

行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
積
極
的
に

情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、ツ

ア
ー
商
品
の
企
画
・
造
成
へ
と

つ
な
げ
る
こ
と
で
、本
市
へ
の

誘
客
促
進
を
は
か
り
た
い
。ま

た
、ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
は
、来
年
度
に
大
田

区
と
の
友
好
都
市
提
携
30
周
年

と
い
う
節
目
の
年
を
好
機
と
捉

え
、同
区
内
で
健
康
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
所
を

対
象
に
、本
市
の
地
域
資
源
を

活
用
し
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
場
を
提
供
し
、地
域
間

交
流
の
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

さ
ら
に
、信
州
と
う
み
観
光
協

会
と
連
携
し
、商
談
会
へ
の
参

加
や
誘
致
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、各
種
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
主
要

な
旅
行
会
社
等
へ
積
極
的
な

セ
ー
ル
ス
活
動
を
展
開
し
、旅

行
商
品
の
企
画
・
販
売
を
促
進

し
て
い
く
。

東
御
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
基
本
方
針
に
基
づ

く
取
組
に
つ
い
て

問
　
オ
ー
ル
と
う
み
で
情
報
を

発
信
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

た
め
の
施
策
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
市
民
や
市
内

事
業
者
が
地
域
の
魅
力
を
自
ら

発
信
す
る
担
い
手
と
な
れ
る
よ

う
、人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

「
東
御
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
」を

開
催
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
21

名
が
参
加
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
見
や
す
い
タ
テ
動
画
を
中

心
に
１
８
９
本
が
制
作
さ
れ
、

総
再
生
回
数
は
約
23
万
回
と

な
っ
た
。ま
た
、田
中
駅
や
道
の

駅
雷
電
く
る
み
の
里
で
の
動
画

上
映
な
ど
発
信
の
場
も
広
が
っ

て
お
り
、塾
生
が
自
発
的
に
関

係
者
へ
働
き
か
け
て
実
現
し
た

点
に
意
義
が
あ
る
。こ
う
し
た

取
組
が
市
内
で
共
有
さ
れ
、発

信
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、関
係

者
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

田中 博文 議員
た        なか         ひろ      ふみ

第
３
次
東
御
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

取
組
み
に
つ
い
て

生
涯
学
習
講
座
と
社
会
教
育
団
体
発
表
の
場
・

生
涯
学
習
作
品
発
表
会

ウェルネスツーリズム案内の広告

一 般 質 問

問
　
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、

地
盤
調
査
結
果
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
事
業
用
地
内

５
箇
所
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等

を
実
施
、中
層
建
築
物
の
支
持

層
と
し
て
必
要
な
強
度
を
有
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。表
面
付

近
に
一
部
軟
弱
な
層
が
見
ら

れ
、杭
基
礎
等
の
工
法
で
対
応

可
能
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

問
　
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
の
選
定
に
向

け
た
進
捗
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
当
該
選
定
は

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
進
め

て
お
り
、
２
月
16
日
を
期
限
と

し
て
複
数
の
事
業
者
か
ら
提
案

書
の
提
出
を
受
け
て
い
る
。今

後
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
審

査
を
行
い
、
３
月
12

日
に
Ｄ
Ｂ
Ｏ
受
注
候

補
者
の
選
定
お
よ
び

公
表
を
予
定
し
て
い

る
。

問
　
財
源
の
確
保

と
市
民
説
明
会
の
開

催
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

企
画
振
興
部
長
　
財

源
は
、国
の
交
付
金

の
実
施
計
画
に
合
わ

せ
、年
度
ご
と
の
事

業
費
を
見
込
み
起
債

と
一
般
財
源
を
組
み

合
わ
せ
て
必
要
額
を
確
保
す

る
。起
債
は
有
利
な
制
度
を
選

択
し
財
源
負
担
の
軽
減
を
配
慮

す
る
。Ｄ
Ｂ
Ｏ
受
注
候
補
者
が

選
定
さ
れ
た
の
ち
、そ
の
内
容

を
踏
ま
え
、
３
月
15
日
に
市
民

説
明
会
を
開
催
予
定
し
て
い

る
。

問
　
東
御
市
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
お
よ
び
財
産
の
取

得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例

が
あ
り
、
12
月
定
例
会
に
お
い

て
事
業
用
地
取
得
に
係
る
財
産

取
得
の
議
案
が
提
出
さ
れ
可
決

さ
れ
た
。今
後
も
、本
事
業
に
お

い
て
こ
う
し
た
議
案
の
提
出
は

想
定
し
て
い
る
か
。

企
画
振
興
部
長
　
今
後
、本
格

的
な
建
設
工
事
に
着
手
す
る
段

階
に
お
い
て
、予
定
額
が
１
億

５
千
万
円
以
上
の
工
事
負
担
契

約
と
な
る
場
合
は
、規
定
に
よ

り
、議
会
の
議
決
を
い
た
だ
い

た
上
で
、工
事
に
着
手
す
る
。

※

他
　
通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

小林 祐一 議員
こ      ばやし　     ゆう      いち

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
つ
い
て

問
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
と
在

校
生
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
不
登
校
児
童
・
生

徒
の
状
況
は
４
段
階
に
分
類
さ

れ
る
。各
段
階
に
応
じ
、対
応
を

慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。ま
た
在
校
生
に
つ
い
て
は

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
状
況
段

階
に
応
じ
、他
の
児
童
・
生
徒
と

の
か
か
わ
り
の
良
し
悪
し
を
判

断
し
、状
況
に
応
じ
た
対
応
を

し
て
い
る
。

問
　
不
登
校
の
主
な
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
。

教
育
次
長
　
文
科
省
へ
の
報
告

内
容
か
ら
学
校
、家
庭
、本
人
、

そ
れ
ぞ
れ
に
要
因
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。学
校
生
活
の
中
で

児
童
・
生
徒
の
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
を
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
様
々
な
悩
み
ご
と

を
把
握
す
る
と
と
も

に
、児
童・生
徒
が
教

職
員
に
相
談
し
や
す

い
雰
囲
気
や
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問
　
相
談
し
や
す

い
雰
囲
気
や
環
境
づ

く
り
の
具
体
的
取
組

と
は
。

教
育
次
長
　
す
べ
て

の
小
学
校
に
心
の
相
談
員
を
配

置
し
、担
任
等
の
教
職
員
と
の

情
報
共
有
や
連
携
に
よ
り
各
学

級
を
訪
れ
、児
童
・
生
徒
と
触
れ

合
う
機
会
を
持
ち
、様
子
を
観

察
し
児
童
生
徒
と
の
関
係
づ
く

り
を
大
切
に
し
て
い
る
。ま
た
、

児
童
・
生
徒
の
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
教
職

員
の
資
質
向
上
の
た
め
職
員
研

修
を
実
施
し
、対
応
力
向
上
を

は
か
っ
て
い
る
。

市
営
墓
地
に
つ
い
て

問
　
市
営
合
葬
式
墓
地
の
現
在

ま
で
の
取
組
と
、今
後
の
進
め

方
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
　
当
初
候
補
地

と
し
た
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
つ
い

て
は
、市
民
の
方
々
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
白
紙
と
し
た
。

現
在
は
複
数
の
候
補
地
に
つ
い

て
、土
地
の
状
況
や
設
置
に
伴

う
諸
条
件
を
関
係
機
関
と
協
議

し
て
お
り
、中
間
報
告
を
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

花岡 豊一 議員
はな      おか         とよ      かず

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
予
定
地
の

既
存
建
物
解
体
撤
去
現
場

市
内一部
学
校
の
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
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一 般 質 問

問
　
よ
う
や
く「
地
域
計
画
」が

作
成
さ
れ
、公
表
さ
れ
た
。今
後

は
実
施
段
階
と
な
る
が
、具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
曖

昧
で
あ
る
。こ
の
計
画
は
何
時
、

ど
の
よ
う
な
国
の
政
策
の
下
に

始
ま
っ
た
事
業
か
。

産
業
経
済
部
長
　
平
成
23
年
に

「
平
地
で
20
〜
30 

ha
、中
山
間
地

域
で
10
〜
20 

ha
規
模
の
経
営
体

が
大
部
分
を
占
め
る
構
造
を
目

指
し
、こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

担
い
手
農
家
、農
地
、生
産
対

策
、関
連
組
織
等
に
関
す
る
仕

組
み
を
見
直
し
、一
体
的
に
改

革
す
る
」と
い
う
方
針
の
も
と

に
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
る
。

問
　
出
来
上

が
っ
た
計
画
は

具
体
性
に
乏
し

い
が
、こ
の
点

に
つ
い
て
国
か

ら
指
摘
さ
れ
る

こ
と
は
な
い

か
。

産
業
経
済
部
長

　
随
時
見
直
し

を
し
て
更
新
す

る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
た

め
指
摘
や
指
導

を
受
け
て
は
い

な
い
。

問
　
具
体
性
の
あ
る
計
画
に
す

る
た
め
若
い
担
い
手
農
家
に
将

来
像
を
描
か
せ
、そ
れ
を
も
と

に
検
討
の
輪
を
広
げ
て
い
く
と

い
う
方
法
は
取
れ
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長
　
提
案
を
参
考

に
、会
議
の
在
り
方
に
つ
い
て

協
議・検
討
を
し
て
い
く
。

教
育
施
設
等
の

緊
急
修
繕
に
つ
い
て

問
　
エ
ア
コ
ン
修
繕
の
許
可
が

下
り
る
ま
で
一
カ
月
程
度
要
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、ど
う
に
か

な
ら
な
い
か
と
の
声
が
あ
っ

た
。全
体
的
に
緊
急
修
繕
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
手
続
き
上
の
問
題

で
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
は

な
い
。特
殊
な
装
置
で
部
品
製

作
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
は
あ

る
が
、応
急
処
置
や
代
替
え
機

器
の
持
込
み
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
。ま
ず
、現
場
を
確
認
し
緊

急
性
の
あ
る
も
の
は
直
ち
に
修

繕
し
て
い
く
。

大塚 博文 議員
おお       つか         ひろ     ふみ

「
地
域
計
画
」
お
よ
び

教
育
施
設
等
の
緊
急
修
繕
に
つ
い
て

問
　
生
徒
た
ち
が「
夢
を
持
つ
」

た
め
に
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
中
学
校
で
行
う
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、個
々
の
生
徒
が

将
来
に
お
い
て
社
会
的
な
自
己

実
現
を
は
か
る
た
め
に
必
要
な

資
質
の
基
礎
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。２
年
生
で
は

希
望
の
進
路
に
近
い
、あ
る
い
は

関
心
の
あ
る
市
内
外
の
職
場
で

体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

北
御
牧
中
学
校
で
は
、全
校
生

徒
を
対
象
に
家
族

参
観
日
に
家
族
と

一
緒
に
体
験
で
き

る
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
機
会
を
設
け
て

い
る
。

　
今
年
度
の
新
た

な
取
組
み
と
し
て

東
部
中
学
校
で

は
、２
月
に
東
御

清
翔
高
校
で
開
催

さ
れ
た「
東
御
清

翔
メ
ッ
セ
」に
１

年
生
全
員
が
参
加

し
て
い
る
。

問
　
参
加
に
至
っ

た
経
緯
は
ど
の
よ

う
か
。

教
育
次
長
　
東
御
清
翔
高
校
か

ら
東
部
中
学
校
に
対
し
、数
年

前
か
ら
声
が
け
が
あ
り
、日
程

の
都
合
が
あ
っ
た
本
年
度
は
参

加
し
た
。

問
　
参
加
し
た
中
学
生
の
感
想

は
ど
う
か
。

教
育
次
長
　「
働
く
こ
と
は
生

き
る
た
め
に
お
金
を
稼
ぐ
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、企
業
の

方
の
話
を
聞
い
た
ら
、自
分
が

得
意
な
こ
と
を
活
か
し
て
、人

の
た
め
に
何
か
す
る
こ
と
だ
と

感
じ
た
」な
ど
、今
ま
で
生
徒
自

身
が
持
っ
て
い
た
働
く
こ
と
へ

の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、前
向

き
な
気
持
ち
に
な
れ
た
と
い
う

多
く
の
感
想
が
あ
っ
た
。将
来

の
自
身
の
姿
を
想
像
す
る
た
め

の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、企

業
と
の
交
流
か
ら
自
分
の
好
き

な
こ
と
、苦
手
な
こ
と
を
感
じ

と
り
、自
己
理
解
を
深
め
る
学

習
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
貴

重
な
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。

大谷 真宙 議員
おお      たに　        ま      ちゅう

中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

「
地
域
計
画
」に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た「
目
標
地
図
」

東
御
清
翔
メ
ッ
セ
の
様
子

一 般 質 問

問
　
昨
年
、太
平
洋
戦
争
終
結

か
ら
80
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

た
。市
は「
平
和
と
人
権
を
守
る

都
市
宣
言
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

か
。

市
民
生
活
部
長
　
小
学
校
３
、

４
年
生
の
社
会
科
見
学
で
、宣

言
内
容
と
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ

機
会
を
設
け
て
い
る
。市
民
に

向
け
て
は
、「
平
和
祈
念
式
」を

例
年
８
月
15
日
に
開
催
し
て
い

る
。昨
年
は
戦
争
と
人
権
に
つ

い
て
の
講
演
を
開
催
し
た
。

問
　
高
学
年
や
、中
学
校
で
は
、

先
の
大
戦
や
、平
和
主
義
に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い

る
か
。

教
育
次
長
　
高
学
年

や
中
学
校
の
平
和
学

習
は
社
会
科
や
、国

語
な
ど
の
授
業
で

行
っ
て
い
る
。

問
　
市
民
に
対
し

て
、今
後
ど
の
よ
う

に
関
心
を
高
め
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る

か
。

市
民
生
活
部
長
　
あ

ら
ゆ
る
場
面
を
通

じ
、継
続
的
に
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え

る
、引
き
続
き
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
機
会
を
設
け

て
い
く
。

病
院
事
業
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

問
　
市
民
病
院
で
は
高
性
能
な

M
R
I
検
査
機
器
を
導
入
し
て

い
る
が
こ
の
活
用
が
必
要
と
考

え
る
。現
在
、市
民
病
院
で
受
け

ら
れ
る
検
査
の
種
類
と
特
徴
は

何
か
。

病
院
事
務
長
　
M
R
I
検
査

は
、脳
、内
臓
、血
管
系
な
ど
の

疾
患
を
早
期
発
見
に
非
常
に
効

果
的
で
あ
る
。種
類
は
、頭
部
、

乳
房
、上
下
腹
部
、全
身
の
５
種

類
が
あ
る
。頭
部
は
、脳
卒
中
な

ど
脳
疾
患
リ
ス
ク
や
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
早
期
発

見
、上
腹
部
で
は
、す
い
臓
が
ん

の
発
見
に
有
効
で
あ
り
、全
身

で
は
、Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
と
比
較

し
検
査
薬
注
入
や
Ｘ
線
被
ば
く

が
な
い
う
え
、短
時
間
で
の
検

査
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

西山 福恵 議員
にし     やま           ふく       え

市
民
の
平
和
と
人
権
意
識
向
上
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

問
　
市
民
が
屋
内
・
屋
外
で
利

用
で
き
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
コ
ー
ト
は
市
内
に
い
く
つ
あ

る
か
。

企
画
振
興
部
長
　
現
在
本
市
で

は
小
中
学
校
の
体
育
館
お
よ
び

東
御
市
体
育
施
設
条
例
に
定
め

る
体
育
館
を
あ
わ
せ
て
20
の
屋

内
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

が
あ
り
、屋
外
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
は
な
い
。

問
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
な
ど

の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
位
置

づ
け
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長
　
第
二
期
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
は
、遊
休

施
設
や
低
利
用
施
設
な
ど
の
既

存
の
施
設
を
有
効
活
用
し
て
、

誰
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
て
お
り
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
限
ら
ず
市
民
の
多
様

化
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、ス
ポ
ー
ツ
施

設
全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

探
っ
て
い
く
。

問
　
市
民
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

ゴ
ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
意
見
が
出
て
い
る
が
、

市
は
こ
の
声
を
ど
の
よ
う
に
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

企
画
振
興
部
長
　
多
様
な
市
民

ニ
ー
ズ
と
捉
え
、第
二
期
東
御

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定

に
お
い
て
、反
映
さ
せ
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
達
や
若
者
の
た
め

に
屋
外
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
設

置
に
向
け
て「
具
体
的
な
検
討

チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
た
り
、次

年
度
予
算
に
向
け
た「
調
査
」を

行
う
意
向
は
あ
る
か
。

企
画
振
興
部
長
　
今
の
と
こ
ろ

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設

置
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
は

な
い
が
、今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
老
朽
化
対
策
や
統
廃
合
、

複
合
化
な
ど
の
施
設
全
体
の
適

正
化
を
検
討
す
る
中
で
、施
設

の
必
要
性
あ
り
方
に
つ
い
て
模

索
し
て
い
く
。

佐藤 裕太 議員
さ       とう　      ゆう       た

屋
外
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
の

整
備
に
つ
い
て

平
和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣
言
の
碑

近
隣
自
治
体
の
屋
外
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
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